
　今回のアンケート調査は、新型コロナウイルス感染症の第７波により感染者数が増加する
一方で、感染拡大を予防する行動制限を緩和し、経済社会活動を平常に戻す流れの下で
実施いたしました。
　全業種の業況DIは前期比マイナス1.8ポイントの▲26.9で若干の低下に留まり、全体の
業況判断としては、横ばいとなりました。来期については、製造業、非製造業、全体のすべ
てのDIが改善する見通しとなっています。しかしながら、ロシア・ウクライナ問題、原材
料・資源価格の高騰、円安の進行等の下押し圧力は依然として強く、今後の景気動向
については引続き楽観視できない状態が続く事が予想されます。 
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合計 1542社 473社 30.7%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 394社 146社 37.1%

建設業 325社 90社 27.7%

卸売業 201社 57社 28.4%

小売業 161社
依頼先数 回答数 回答率

47社 29.2%

不動産業 116社 33社 28.4%

サービス業 345社 100社 29.0%
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資金繰りDIは▲14.4（前期▲5.8）で悪化、人手過不足DIは
▲31.0（前期▲26.3）で「不足」超となりました。 来期は資金繰
りDIが横ばい、人手過不足DIは引続き「不足」超の見通しです。 
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価格は仕入価格DIが69.1（前期74.4）とやや低下、販売価
格DIが19.0（前期27.3）でやや低下しました。 来期は仕入
価格DIがやや低下、販売価格DIは横ばいの見通しです。 
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全業種の業況DIは▲26.9（前期▲25.1）で横ばいでした。内
訳は製造業が▲23.3（前期▲16.5）で、非製造業が▲28.4
（前期▲29.4）となっています。来期はやや改善の見通しです。 
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売上額DIは▲12.5（前期▲11.8）で横ばい、収益ＤＩも
▲21.７（前期▲21.5）で横ばいでした。 来期は売上額Ｄ
Ｉは改善、収益ＤＩはやや改善の見通しです。 
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材料価格の上昇

人手不足

売上の停滞・減少

下請の確保難

人件費の増加 22.2

22.2

37.8

41.1

61.1

調査時点／2022年8月10日～8月31日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2022年7月～9月
　　　　　　　［前期］2022年4月～6月
　　　　　　　［来期］2022年10月～12月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業
の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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原材料の値上げがあり、商品に
転嫁して一通り値上げをするこ
とが出来ました。秋に原材料の
再値上げが実施されないことを
祈っています。（摂津市 製造業）
3、4月から昨年同時期と比較し
て売上が増加しています。
（大阪市 印刷業）

お客様の声

SDGsの恩恵を受けるきっ
かけが欲しいです。           
（尼崎市 建設業） 
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早くコロナ感染が収まってお客様を
増やしたい。コロナ感染及び濃厚接
触者が発生するとたちまち人手不足
が深刻となります。ハローワークで募
集しても応募者が存在せず、人材紹
介会社に依頼すると費用がかさむ。 
(池田市 その他サービス業) 
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大手企業との競争の激化
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－40
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SDGsについては従来から取り組ん
でおりますので、今以上のことは特に
考えていません。 （大阪市 小売業）
コロナ第7波は観光業を直撃しており、
復活に向けて対応策を実行している
段階。自社を整えSDGsなど社会的活動
まで進める予定。（宝塚市 食料品小売業） 
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SDGsとは2015年9月国連で採択された「持続可能な開発目標」です。「誰一人取り残さない」という理念のもと、「世界の貧困をなくす」
「持続可能な世界を実現する」ことを目指した、2030年を達成期限とする17のゴール、169のターゲット、および、その進展を評価するため
の指針を持つ包括的な目標です。今回はSDGs（持続可能な開発目標）の取り組み状況についてアンケートを実施いたしました。

「中小企業」におけるSDGs（持続可能な開発目標）の取り組み状況について
新型コロナウイルス蔓延、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、原材料・仕入価格の高騰、電力不足、円安等、様々な外部環境の影響が
中小企業の経営を圧迫しており、当面この状況が続くものと思われます。今回、中小企業の皆さまの抱えている課題とその対策や、今後の
見通し等についてアンケートを実施いたしました。

今期の見通し、外部環境の変化に対する対応状況について

Q1
今期決算予想を、〈売上〉〈利益〉の項目からお答えください。
※1つ選択

調査時期／2022年8月10日～8月31日　　調査対象企業数／1542社　　有効回答数／465社　　有効回答率／30.2％　　※四捨五入の関係で構成比の合計が100にならない場合があります。調査時期／2022年8月10日～8月31日　　調査対象企業数／1542社　　有効回答数／461社　　有効回答率／29.9％　　※四捨五入の関係で構成比の合計が100にならない場合があります。

Q5
SDGsについて、外部要因（公的、民間問わず）からどのようなサポートを期待しますか。　
※最大3つ選択

Q1
貴社では、SDGsについて
どのような認知度にありますか。　※1つ選択　 Q2

下記の取り組みは、いずれもSDGsの理念と一致
しています。取り組んでいるものをお答えください。　
※最大3つ選択

名前しか
知らない
15.5%

内容までよく知っている
19.6%

意味はある程度わかる

59.1%

報道機関
（テレビ、新聞等）

70.3%

聞いたことがない
5.8%

聞いたことがない
5.3%金融機関

6.2%

Q2
どのような外的要因が自社の経営を
悪化させる要因となっていますか。　※最大2つ選択

現在の先行き不透明な環境の中でどのような
対策を行っていますか。　※最大2つ選択Q3

長引く新型コロナウイルスの影響

原材料、仕入価格の高騰

その他

急激な円安

特になし

世界的な物流の停滞と資材の調達難

電力不足、エネルギー不安等

人手不足、人材不足

営業スタイルの変化

新型コロナウイルス対策の徹底

販売先への価格引上げ交渉

販路、仕入先の見直し

職場環境の改善

その他

自社の事業の見直し、再構築
（新規事業進出を含む）

事業の縮小、廃業、M&A

事業承継の前倒し

特になし

Q3
企業がSDGsに取り組むことについて
どのような印象を持っていますか。
※最大3つ選択

SDGsの取り組みの一つとして、カーボンニュートラル
（温室効果ガスの排出量の削減ならびに吸収作用の保全及び強化）に
関する取り組みがありますが、取り組まれている
対策はありますか。　※最大3つ選択

Q4
コスト削減につながる

新規顧客が獲得できる

よくわからない

その他

取り組まないと取り引きが切られる

本業がおろそかになる

従業員の士気向上、採用容易化につながる

自社が取り組むには経営資源が不足

コスト増になる

自社には関係がない

こまめな電源オフなど電気使用量の削減

脱炭素に関する研究や勉強会の実施

その他

取り組んでいない

カーボンニュートラルにつながる商品の開発

温室効果ガスに関する行動目標の設定

ごみの削減やリサイクルの推進

電気自動車等、ガソリン車以外の導入

太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入

環境負荷の少ない原材料等の利用

【省エネ】 省エネ、節電、
再生可能エネルギーの使用

【省資源】 再生資源や未利用資源の利用、
廃棄物削減、製品の長寿化や修理

上記の取り組みはしていない

【地域貢献】 防犯、防災、寄付、まちづくり

【水資源】 水使用量削減、排水管理

【貧困対策・健康福祉】 
フェアトレード、途上国支援

【森林資源】 ペーパーレス化、緑化・植林

【環境負荷】 グリーン調達、
カーボンオフセット、有害物質の削減

【雇用】 女性や高齢者、障がい者、
外国人等の多様な人材の雇用

【労働環境】 研修の充実、働き方改革の実施

特別
調 査
1

特別
調 査
2

またSDGｓについて、
どういった機関から
情報を得ていますか。　
※1つ選択

国・地方自治体
4.6%

商工会、商工会議所
5.9%

同業者団体
（元請け含む）
7.7%

46.5%
28.9%

4.8%

22.1%

6.6%

23.2%

18.2%

 1.8%

 16.2%

21.5%
0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40

32.4%

18.3%

20.3%

17.4%

24.7%

11.2%

4.2%

6.6%

4.6%

3.7%

0 10 20 4030 6050

54.8%

13.0%
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8.8%
30.8%

0.9%

29.3%

7.0%

0.4%

0.4%

利用したい支援はない

39.0%19.3%
経営者向け研修

16.2%
従業員向け研修 省エネ対応

19.0%

自社取り組みの
認知度向上
9.3%

各種認証制度
取得
7.4%

働き方改革
などの

人事制度改定
13.9%

多様な
人材の雇用
12.3%

資金調達
14.4%

その他
2.1%

＜コロナ前（2019年）と比較＞ ＜前期（2021年）と比較＞

増加
21.9%

減少
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横ばい
28.4%

売上
増加
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49.9%
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Q4
経営改善策に対する阻害要因は何ですか。
※最大2つ選択

混迷を続ける経済社会情勢下で、
どのような支援を期待しますか。　※最大2つ選択Q5

取引先との力関係

自社の人材不足

その他

長年にわたり続く商習慣

借入金の返済負担

特になし

自社の財務内容の悪化

取引先の経営悪化

業界における各種規制

追加での資金調達が困難

政府、地方公共団体からの支援
（補助金、支援金等）

業界団体、同業他社からの支援
（業界情報の提供等）

金融機関からの金融支援
（新規借入、リスケジュール）

税理士、公認会計士、弁護士の支援

その他

専門家、中小企業診断士等による
経営改善にかかる支援

外部の支援には頼らない

特になし
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